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てをあげて 右 左 もういっかい右！
「うんてんしゅさん  ぼくにきづいてね」

表紙説明
　よく目立つ黄色いランドセルカバーで登下校
する、新一年生の姿はほほえましい。
　新年度にはいり、各学校ではさっそく交通安
全教室が開かれ、子どもたちたちは楽しそうに、
そして真剣に、交通ルールを学んでいた。

5本 町 は「 日 本 で
も っ と も 美 し い
村」連合に加盟し
ています。
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同
社
の
搬
入
量
は
当
初
、
各
作
型
と
も
収

穫
面
積
が
拡
大
し
（
秋
植
は
ゴ
マ
収
穫
の
遅

れ
な
ど
で
縮
小
）、天
候
に
も
恵
ま
れ
た
た
め
、

９
万
１
０
０
０
㌧
と
予
想
し
て
い
た
が
、
一

昨
年
の
干
ば
つ
の
影
響
で
夏
植
の
単
収
が
伸

び
悩
み
、
予
想
を
下
回
る
８
万
７
２
１
９
㌧

だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
日
照
不
足
や
年
末
年
始

の
暴
風
雨
に
よ
る
塩
害
、
ワ
タ
ア
ブ
ラ
ム
シ

の
発
生
も
響
い
た
。

　

一
方
、『
増
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
が
奏
功
し
、

５
年
前
か
ら
作
付
面
積
が
倍
増
し
た
春
植
・

株
出
は
、
伸
長
期
で
あ
る
昨
夏
の
好
天
候
や

農
家
の
管
理
努
力
に
よ
り
単
収
が
大
幅
増
。

他
島
が
当
初
収
量
予
想
を
大
き
く
下
回
る
中
、

減
産
率
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
豊
作
と
い
え

る
搬
入
実
績
と
な
っ
た
。

　

糖
度
は
、
昨
期
か
ら
０･

13
度
低
下
し
て

14･

34
度
。
田
中
工
場
長
は
「
寒
が
入
る
と

糖
度
は
上
が
る
が
、昨
期
に
続
き
３
月
に
な
っ

て
上
が
り
始
め
た
」
と
説
明
し
「（
原
料
代
買

入
価
格
が
下
が
る
）
基
準
糖
度
13
度
以
下
の

比
率
が
、
昨
期
の
８
％
か
ら
今
期
は
11
％
と

な
っ
た
。ワ
タ
ア
ブ
ラ
ム
シ
な
ど
の
影
響
も
あ
る
の
で
は
」

と
推
測
し
た
。

　

ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
の
稼
働
台
数
は
58
台
と
な
り
、
収
穫
率

は
80
％
弱
で
、
ト
ラ
ッ
シ
ュ
率
は
８･

64
％
だ
っ
た
。

　

な
お
、
今
期
の
農
家
へ
の
生
産
交
付
金
は
ト
ン
あ
た
り

１
万
６
３
２
０
円
だ
っ
た
が
、
来
期
は
同
１
万
６
０
０
０

円
と
な
る
。

成長を阻害するワタアブラムシ

　

生
和
糖
業
株
式
会
社
（
田
中
康
之
工
場
長
）
は
４
月
６
日
、
平
成
22
／
23
年
期
の
さ

と
う
き
び
搬
入
を
終
了
し
た
。

　

搬
入
量
は
前
期
か
ら
約
５
７
０
０
㌧
増
の
８
万
７
２
１
９
㌧
。
当
初
の
予
定
で
は
、

大
豊
作
と
な
る
９
万
１
０
０
０
㌧
の
搬
入
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
夏
植
の
単
収
が
伸
び

ず
予
想
を
下
回
っ
た
。
た
だ
、
他
島
の
製
糖
工
場
も
軒
並
み
当
初
収
量
予
想
を
下
回
る

中
、
生
和
糖
業
の
減
産
率
は
最
小
限
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

同
社
や
役
場
産
業
振
興
課
な
ど
関
係
機
関
で
は
「
下
方
修
正
は
あ
っ
た
が
、
ま
ず
ま

ず
豊
作
と
い
え
る
」
と
し
て
い
る
。

昨
期
か
ら
糖
度
上
昇
が
３
月
に
ず
れ
込
む
傾
向

春
植
・
株
出
で
単
収
大
幅
増

　
　
　
　
　
　
　

ハ
ー
ベ
ス
タ
率
は
80
％
に
迫
る

生和糖業搬入量前期から約5700㌧増の8万7219㌧
干ばつ、塩害、害虫被害で当初予定下回るも「豊作」　〜黒糖・焼酎原料分は約1200㌧

サトウキビ22/23年期（52期）実績レポート

今期も無事故で搬入終了
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来
年
３
月
に
閉
校
す
る
町
内
の
小
学

校
９
校
は
４
月
６
日
、
一
斉
に″
最
後

の
〟入
学
式
を
し
た
。

　

た
っ
た
一
人
の
新
入
生
を
迎
え
た
坂

嶺
小
学
校
（
藤
原
保
広
校
長
）
で
は
、

當
原
大
陽
（
と
う
は
ら
・
た
い
よ
う
）

く
ん
が
多
く
の
地
域
住
民
ら
が
見
守
る

中
、
元
気
よ
く
晴
れ
の
舞
台
に
臨
ん
だ
。

　

藤
原
校
長
は
式
辞
で
大
陽
く
ん
の
入

学
を
歓
迎
し
な
が
ら
「
ひ
と
り
で
何
で

も
で
き
る
よ
う
に
・
交
通
の
決
ま
り
を

守
ろ
う
・
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
の
よ
う

に
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う
」
な
ど

と
語
り
か
け
た
。

　

祝
辞
で
朝
原
和
敏
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は

厳
し
い
環
境
に
あ
る
が
、
今
後
も
企
業

努
力
に
努
め
、
農
家
と
と
も
に
基
幹
産

業
の
一
翼
を
担
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

※
大
型
製
糖
工
場
（
生
和
糖
業
）
が
完

成
す
る
以
前
は
、
集
落
内
の
小
型
製
糖

工
場
や
数
軒
の
農
家
で
組
合
を
つ
く
り

黒
糖
を
製
造
し
た
。
そ
の
「
製
糖
終
了

祝
い
」
が
サ
タ
ー
ウ
ー
リ
ー
で
あ
っ
た
。

キ
ビ
を
製
糖
工
場
に
出
荷
す
る
現
在
で

は
、
無
事
に
収
穫
が
終
了
し
た
こ
と
を

祝
っ
て
行
わ
れ
る
。

　

他
集
落
に
も
同
様
の
行
事
が
あ
り
、

佐
手
久
集
落
で
は
『
ク
ヤ
ウ
リ
ー
』
と

呼
ば
れ
る
。

　

坂
嶺
小
で
は
４
月
15
日
、
交
通
安
全

教
室
も
あ
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
喜
界
幹
部
派
出
所
の
松

田
健
嗣
巡
査
長
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
る

こ
と
の
大
切
さ
を
説
明
し
、
つ
づ
い
て

高
学
年
は
自
転
車
の
点
検
の
方
法
、
低

学
年
は
横
断
歩
道
の
渡
り
方
を
学
ん

だ
。

  

最
後
は
教
室
に
戻
り
、
交
通
安
全
啓

発
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
た
。

　

岩
松
紺
那
さ
ん
（
４
年
）
は
「
自
転

車
で
も
重
大
な
事
故
を
起
こ
す
と
わ
か

り
お
ど
ろ
い
た
。
こ
れ
か
ら
は
し
っ
か

り
点
検
し
て
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
た

い
」
と
話
し
た
。

「
小
学
校
は
幼
稚
園
と
は
違
い
ま
す
。

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
お
兄
さ

ん
お
姉
さ
ん
た
ち
に
聞
い
て
く
だ
さ

い
。
た
っ
た
一
年
だ
け
ど
、
こ
こ
坂
嶺

小
で
は
皆
が
応
援
し
て
い
ま
す
の
で
、

の
び
の
び
と
勉
強
や
運
動
に
が
ん
ば
っ

て
、
思
い
出
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
話
し
た
。

　

児
童
代
表
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
豊
原

天
平
く
ん
（
２
年
）
が
「
学
校
は
オ
モ

チ
ャ
を
つ
く
っ
た
り
虫
を
と
っ
た
り
で

き
る
の
で
大
好
き
で
す
。
い
っ
し
ょ
に

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
歓
迎
し
た
。

　

ま
た
、
保
護
者
あ
い
さ
つ
で
母
親
の

當
原
絵
里
香
さ
ん
は
、
参
加
者
ら
へ
の

感
謝
を
交
え
つ
つ
、
心
を
こ
め
な
が
ら

「
坂
嶺
小
最
後
の
一
年
を
姉
と
学
ぶ
こ

と
に
な
り
感
慨
も
ひ
と
し
お
。
人
生
を

自
分
の
足
で
歩
み
始
め
た
子
を
見
守
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
た
。

　

最
後
に
参
加
者
全
員
で
「
は
ら
か
ら

諸
共
に
手
を
と
り
て
」
と
校
歌
を
斉
唱

し
て
式
を
終
え
た
。

　

式
の
あ
と
、
大
陽
く
ん
は
「
こ
く
ご

と
さ
ん
す
う
と
、
で
っ
か
い
じ
て
ん

し
ゃ
に
の
り
た
い
か
ら
、
い
ち
り
ん

し
ゃ
も
が
ん
ば
る
」
と
元
気
よ
く
話
し

た
。

　

神
宮
集
落
（
上
山
満
則
区
長
）
で
、

キ
ビ
伐
採
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
な
が
ら
無

事
に
収
穫
終
了
し
た
こ
と
を
祝
う
伝
統

行
事
『
サ
タ
ー
ウ
ー
リ
ー
』
が
４
月
７

日
、
集
落
民
や
関
係
者
を
集
め
て
、
同

集
落
の
マ
グ
ミ
ー
広
場
で
あ
っ
た
。

　

サ
タ
ー
ウ
ー
リ
ー
は
、
上
山
区
長
の

あ
い
さ
つ
や
宮
園
廣
忠
さ
ん
の
乾
杯
で

幕
を
開
け
、
焼
酎
や
ヤ
ギ
料
理
の
フ
ル

コ
ー
ス
が
振
る
舞
わ
れ
る
中
、
来
賓

あ
い
さ
つ
で
加
藤
啓
雄
町
長
は
「
神
宮

は
島
の
一
大
産
地
。
今
後
も
皆
さ
ん
の

ご
努
力
で
島
の
経
済
を
支
え
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
同
じ
く
生
和
糖
業

の
田
中
康
之
工
場
長
は
、
今
期
の
作
況

を
説
明
し
な
が
ら
「
国
か
ら
の
製
糖
会

社
へ
の
交
付
金
が
大
幅
に
減
額
さ
れ
て

その1

シ
マ
の
話
題

みんなに見守られて入場した大陽くん

おまわりさんから点検方法を学ぶ児童ら

坂
嶺
小
で
”最

後
の

“入
学
式

　
　
　
　

  

と
交
通
安
全
教
室

手
を
あ
げ
て
交
通
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

「
右
、
左
、
も
う
い
ち
ど
右
！
」

神
宮
集
落
で
『
サ
タ
ー
ウ
ー
リ
ー
』

  

〜
キ
ビ
の
収
穫
終
了
を
祝
う

輪になってキビ作談義に花を咲かせた

社協・役場窓口受付分　金２，０３１，１７６円
島内各所設置義援箱分　金１，００８，４０４円

計　金３，０３９，５８０円

東日本大震災義援金の状況（４月１３日送金分）

　お預かりした義援金は、いったん取りまとめのうえ４月１３
日、３０３万９５８０円を日本赤十字社へ送金しました。ご協
力ありがとうございました。
　引きつづき義援金へのご協力を、よろしくお願いいたします。
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荒
木
小
学
校

勇　
　

美み
す
ず玲

さ
ん
（
荒
木
）

湾
小
学
校

藤
原　

圭か

い以
く
ん
（
湾
）

湾
小
学
校

坂　
　

朱あ
か
ね音

さ
ん
（
湾
）

湾
小
学
校

田
島　

和わ
か
な奏

さ
ん
（
中
里
）

　大きくたくましく育ってくれた元気のよいみ
すず、入学おめでとう。“うれしいでしょう、う
れしいよね！”学校では友だちと仲良くして、
勉強に頑張ってね。自分からすすんであいさつ
できる子どもになって欲しいです。
　みすずの健やかな成長を願っています。（一敏）

　元気いっぱいの君が小学校６年間で、どれだ
け面白い子に育つのか楽しみです。何でも自分
でできるのに、甘えん坊なところもある君。君
の笑顔が私の元気です。誰とでも仲良しで、ど
んなことにもチャレンジする、笑顔いっぱいの
たくましい男の子に成長してください。　（光弘）

　あかね、入学おめでとう !!!
　苦手なことも一生懸命がんばり、おもいやり
を持てるようになってね。
　お友だちと仲良く、楽しい学校生活を送って
ください。　　　　　　　　　　　　　　（雄治）

　和奏、入学おめでとう。パパとママは、あな
たが一年生になるのを、とても楽しみにしてい
ました。水色のランドセルが喜界島の空や海み
たいにきれいで、すごくかっこいいよ。湾小学
校では、あたらしいお友だちをたくさんつくっ
て、勉強も運動もがんばってください。（裕三）

　

来
年
３
月
の
閉
校
を
控
え
た
町
内
の
小
学
校
で
こ
の

春
、
八
十
一
人
の
”

最
後
の

“
新
入
生
が
、
晴
れ
て
校
門

を
く
ぐ
っ
た
（
滝
川
小
除
く
）。

　

皮
の
匂
い
が
残
る
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
か
ら
逆

に
背
負
わ
れ
な
が
ら
、
ま
だ
着
こ
な
せ
な
い
少
し
大
き

め
の
制
服
に
身
を
包
ん
だ
新
一
年
生
の
初
々
し
い
姿

は
、
何
と
も
い
え
ず
可
愛
ら
し
い
。

　

愛
し
子
が
イ
ジ
ハ
ン
ミ
ー
（
小
学
校
入
学
）
の
日
を

無
事
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
保
護
者
や
ご
家
族
に

と
っ
て
、
こ
の
う
え
な
い
喜
び
だ
ろ
う
。

　

今
回
、
保
護
者
か
ら
そ
の
喜
び
を
エ
ー
ル
に
か
え
て
、

愛
し
子
へ
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ピ
カ
ピ
カ
の
新
一
年
生
、チ
バ
リ
ヨ
ー
!!

德

濵

27
26
53
3
1
5
0
5
9
3
2
81
22
21
43
6
24
73
34
30
64

295

31
12
31
9
42
45
20
9
494

170

23
67
260

260
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小
野
津
小
学
校

富
崎　

裕ゆ
う
や也

く
ん
（
神
宮
）

坂
嶺
小
学
校

當
原　

大た
い
よ
う陽

く
ん
（
坂
嶺
）

阿
伝
小
学
校

保
科　

空そ

ら大
く
ん
（
阿
伝
）

　裕さん、入学おめでとう。ずっと憧れていた
小学生にやっとなれましたね !　先生方やお兄さ
んお姉さんたちの言うことを聞いて、色んなこ
とに一生懸命チャレンジしてください。
　これからも、小学校での楽しい話をいっぱい
聞かせてね !!　　　　　　　    　　　　（裕規）

　朝早く学校へ行き、満足そうに帰ってくる姿、
とても頼もしく思います。これからも、色んな
発見と楽しい出来事をたくさん経験して、父や
母に話して下さいね。そして、何時でも応援し
てくれている人達がいる事を忘れないで。
　素直に明るく、大陽らしく。チバリよ！（竜也）

　そら、入学おめでとう。絵を描いたり、車を作っ
たり、友だちと遊ぶのが大好きなそら。家族み
んな、そらの描く絵や工作が大好きだよ。
　小学生になって、勉強や宿題で忙しいけど、
これからも、たくさんの工作や、かわいい絵を
描いてみせてね。　父母より。　　　　　（一美）

早
町
小
学
校

武　
　

悠ゆ
う
し志

く
ん
（
白
水
）

上
嘉
鉄
小
学
校

住
友　

琴こ
と
ね音

さ
ん
（
上
東
）

志
戸
桶
小
学
校

梅
原　
　

笙
し
ょ
うく

ん
（
志
東
）

　悠志、入学おめでとう！支えてくれるみんな
がいることを忘れずに、いつの時も感謝の気持
ちで、一歩ずつしっかりと未来を目指しあゆん
でください。いつの日か社会に貢献できるりっ
ぱな大人になってくれると信じています。
　チバリよ！　悠志！！　　　　　　　（恵志）

　琴音、入学おめでとう！毎日近所のお姉さん
たちと喜んで登校する様子をみて、お父さんは
とても嬉しく思っています。みんなと仲良くし、
健やかに成長することを願っています。お兄さ
んやお姉さんたちに教えてもらいながら、いろ
んなことに挑戦してくださいね。　　　　（智光）

　あまえん坊の三男坊、笙さんがもう一年生。
毎日元気に小学校へ通う姿を見て、お父さんの
顔はゆるみっぱなしです。学校や地域で色々な
事を学んで、何にでもチャレンジしてください。
　みんなが応援してくれていますよ。
　ガンバレ、笙 !! 　　　　　　　　　　　（賢司）
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その2

　

阿
伝
小
学
校
（
田
畠
悦
子
校
長
、
児

童
９
人
）
で
は
こ
の
ほ
ど
、
児
童
ら
が

学
校
農
園
で
栽
培
し
た
サ
ト
ウ
キ
ビ

を
、上
野
動
物
園
の
パ
ン
ダ
「
リ
ー
リ
ー

（
力
力
）」（
オ
ス
・
５
才
）
と
「
シ
ン

シ
ン
（
真
真
）」（
メ
ス
・
５
才
）
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

　

同
校
で
は
授
業
の
一
環
と
し
て
サ
ト

ウ
キ
ビ
を
栽
培
し
て
お
り
、
児
童
ら
は

保
護
者
や
教
職
員
の
手
助
け
を
受
け
な

が
ら
約
１
・
５
ト
ン
を
収
穫
。
う
ち
キ

ビ
80
キ
ロ
を
パ
ン
ダ
に
、
黒
糖
10
袋
を

飼
育
員
ら
に
送
っ
た
と
い
う
。

　

今
年
２
月
に
中
国
か
ら
や
っ
て
き
た

ば
か
り
の
パ
ン
ダ
は
、
初
め
て
見
る
サ

ト
ウ
キ
ビ
を
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば

た
コ
ン
テ
ナ
倉
庫
に
代
わ
っ
て
新
た
に

木
造
で
新
築
。
公
民
館
に
付
設
さ
れ
た
。

な
お
、
祝
賀
会
は
、
麓
区
長
の
あ
い
さ

つ
と
晶
貴
一
真
さ
ん
の
乾
杯
で
ス
タ
ー

ト
。
施
工
業
者
や
役
場
担
当
職
員
の
紹

介
も
あ
り
、
婦
人
会
に
よ
る
八
月
踊
り

も
花
を
添
え
た
。

　

♪
喜
界
よ
い
島
一
度
は
お
い
で
青
い

毛
並
み
の
喜
界
馬
走
る
♪
と
新
民
謡

『
喜
界
音
頭
』
が
流
れ
る
中
、
集
落
民

ら
は
時
間
を
忘
れ
て
歓
談
し
、
生
ま
れ

変
わ
っ
た
集
落
の
拠
点
で
親
睦
を
図
っ

て
い
た
。

　

あ
る
参
加
者
は
「
サ
ン
ゴ
の
石
垣
や

美
し
い
海
に
囲
ま
れ
る
公
民
館
と
し
て

相
応
し
く
な
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
た
。

　

家
族
単
位
で
の
農
業
経
営
に
お
い

て
、
一
人
ひ
と
り
の
役
割
や
就
業
条
件

に
つ
い
て
取
り
決
め
る
「
家
族
経
営
協

定
」
を
基
井
健
次
さ
ん
家
族
が
３
月
28

日
、
役
場
会
議
室
で
調
印
し
た
。

　

調
印
式
に
は
、
健
次
さ
ん
や
妻
の
文

子
さ
ん
、
後
継
者
の
真
一
さ
ん
の
家
族

３
人
の
他
、
加
藤
啓
雄
町
長
や
町
、
県

の
関
係
者
も
立
ち
会
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
真
一
さ
ん
が
協
定
書
を

朗
読
し
て
家
族
で
内
容
を
確
認
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
調
印
し
た
。
本
町
で
は
、
11

組
目
の
協
定
締
結
家
族
と
な
る
。

　

加
藤
町
長
は
「
健
次
さ
ん
は
以
前
か

ら
先
進
的
・
独
創
的
経
営
を
さ
れ
て
お

り
、
今
回
、
息
子
さ
ん
も
就
農
さ
れ
て

家
族
協
定
を
結
ん
だ
こ
と
で
、
い
っ

そ
う
の
農
家
所
得
の
向
上
が
期
待
さ
れ

る
」
と
励
ま
し
た
。

　
　
　

り
、
同
じ
サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら
作

　
　
　

ら
れ
た
黒
糖
も
飼
育
員
ら
に
好

　
　
　

評
だ
っ
た
と
い
う
。

　
　
　
　

藤
崎
光
洋
教
頭
は
「
こ
れ
を

　
　
　

き
っ
か
け
に
喜
界
の
キ
ビ
が

　
　
　

も
っ
と
有
名
に
な
れ
ば
」
と
話

　
　
　

し
、
神
田
之
弘
校
長
（
当
時
）

　
　
　

も
「
島
産
の
黒
糖
を
『
パ
ン
ダ

　
　
　

黒
糖
』
と
し
て
売
れ
ば
面
白
い
」

　
　
　

と
笑
っ
た
。

　

パ
ン
ダ
が
お
い
し
そ
う
に
サ
ト
ウ
キ

ビ
を
ほ
お
ば
る
写
真
を
見
て
、
吉
田
光

希
く
ん
（
３
年
）
は
「
サ
サ
や
タ
ケ
よ

り
お
い
し
い
か
聞
き
た
い
。
ま
た
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
い
」
と
喜
ん
だ
。

　

調
印
式
を
終
え
た
真
一
さ
ん
は
「
新

規
就
農
者
（
後
継
者
）
と
し
て
親
と
営

農
し
て
い
る
が
、
将
来
的
に
経
営
を
見

直
す
意
味
で
も
家
族
協
定
を
結
ん
だ
。

今
後
は
協
定
ど
お
り
の
営
農
に
努
め
た

い
」
と
話
し
た
。

　

家
族
協
定
は
、
①
家
族
の
話
し
合
い

や
男
女
共
同
参
画
に
よ
る
農
業
（
漁
業
）

経
営
の
充
実
、
②
一
人
ひ
と
り
が
尊
重

さ
れ
る
家
族
関
係
の
構
築　

、
③
次
世

代
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
、
な
ど
を
目

的
と
し
て
締
結
さ
れ
る
。
具
体
的
な
内

容
は
「
経
営
方
針
の
決
定
」「
役
割
分
担
」

「
労
働
安
全
衛
生
・
健
康
管
理
」「
労
働

時
間
・
休
日
」「
報
酬
や
利
益
の
配
分
」

な
ど
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
内
容
の

見
直
し
も
話
し
合
い
で
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

阿
伝
集
落
（
麓
冨
士
男
区
長
）
で
は
、

老
朽
化
し
た
公
民
館
の
無
償
譲
渡
を
前

に
改
修
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
県
農
業
農

村
共
生
活
動
支
援
協
議
会
の
支
援(

水

土
里
サ
ー
ク
ル
活
動
）
に
よ
り
、
新
た

に
倉
庫
を
公
民
館
を
設
置
し
た
。
そ
れ

ら
の
祝
賀
会
が
４
月
13
日
、
多
く
の
集

落
民
を
集
め
て
同
公
民
館
で
あ
っ
た
。

　

公
民
館
は
ト
イ
レ
の
改
修
や
水
回

り
、
台
風
被
害
が
目
立
つ
外
壁
な
ど
が

改
修
さ
れ
、
倉
庫
は
台
風
被
害
を
受
け

キビを食べるパンダ（上野動物園提供）

キビを刈り取る児童たち

協定書を読み上げる真一さん

阿
伝
小
児
童
が
パ
ン
ダ
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

「
協
定
締
結
で
よ
り
よ
い
営
農
を
」

　

喜
界
町
で
11 
組
目
の
家
族
協
定

多
く
の
集
落
民
で
祝
う

  

公
民
館
改
修
と
倉
庫
新
設

　
　
　
　
　

〜
阿
伝
集
落
〜

婦人会が八月踊りで花を添えた
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生
産
量
日
本
一
で
あ
り
、「
濃
厚
で

コ
ク
が
あ
り
な
が
ら
、
香
り
は
控
え
め

で
料
理
の
主
役
の
邪
魔
を
し
な
い
」
と
、

一
流
の
和
食
職
人
か
ら
も
好
評
な
喜
界

島
産
白
ゴ
マ
の
『
特
別
栽
培
』
に
つ
い

て
、
４
月
20
日
、
株
式
会
社
和
田
萬
（
大

阪
市
）
の
胡
麻
ソ
ム
リ
エ
で
営
業
課

長
の
松
岡
義
仁
さ
ん
が
役
場
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
講
演
し
た
。

  

和
田
さ
ん
は
冒
頭
、
増
加
傾
向
に
あ

る
国
産
ゴ
マ
の
農
薬
や
化
学
肥
料
の
使

用
に
よ
る
低
価
格
化
に
つ
い
て
、「
栽

培
期
間
中
、
農
薬
な
ど
を
使
わ
な
け
れ

ば
付
加
価
値
が
生
ま
れ
、
当
社
で
は
従

来
ど
お
り
の
価
格
で
買
い
取
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
話
し
た
。
次
に
、
和
田
萬

　国立科学博物館の濱尾章二さんがこのほど、奄美
野鳥の会の鳥飼久裕会長との共著で、鹿児島県立博
物館から『奄美諸島喜界島の鳥類相』を論文発表した。
　論文は 78 種の鳥が、観察された場所や状況、その
特長とともに記載。濱尾さんは、都会でも繁殖する
ヒヨドリが島では繁殖しないこと、逆にモズが島で
繁殖集団を確立しつつあることなどを指摘し、「自然
状態での繁殖鳥の変遷を把握するためにも引き続き
記録する必要がある」などとと記している。

（この論文は町図書館でも閲覧可能）

が
農
家
に
求
め
る
『
特
別
栽
培
』
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

　

概
要
は
次
の
と
お
り
、

・
農
水
省
が
定
め
る
栽
培
法
の
ひ
と
つ
。

生
産
さ
れ
る
地
域
の
慣
行
レ
ベ
ル
に
比

べ
、
節
減
対
象
農
薬
の
使
用
回
数
と
化

学
肥
料
の
窒
素
成
分
量
が
、
50
％
以
下

で
栽
培
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
栽
培
前
３

年
間
、
農
地
で
の
無
農
薬
使
用
禁
止
な

ど
を
定
め
た
日
本
農
林
規
格
（
Ｊ
Ａ
Ｓ

規
格
）
よ
り
は
基
準
が
ゆ
る
や
か
。
喜

界
島
の
白
ゴ
マ
は
す
で
に
、
特
別
栽
培

基
準
を
充
分
に
達
成
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
松
岡
さ
ん
は
、
特
別
栽
培
す

る
う
え
で
の
作
業
に
つ
い
て
、
①
農
作

業
の
日
程
は
カ
レ
ン
ダ
ー
に
記
録
す
る

（
所
定
の
栽
培
履
歴
書
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
）、
②
栽
培
期
間
中
は

農
薬
と
化
学
肥
料
の
不
使
用
を
徹
底
し

よ
う
（
栽
培
結
果
で
消
費
者
か
ら
の
信

頼
）、
③
畑
に
「
喜
界
島
産
白
ゴ
マ
栽

培
中
」
の
看
板
を
出
し
、
畑
の
図
面
を

取
り
寄
せ
よ
う
（
栽
培
ほ
場
の
特
定
。

小
売
店
、
消
費
者
に
顔
の
見
え
る
栽
培

で
信
頼
度
向
上
）
と
説
明
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、参
加
者
か
ら
の
「
も

し
残
留
農
薬
検
査
で
農
薬
使
用
が
判
明

し
た
ら
、
使
用
農
家
あ
る
い
は
全
体
の

農
家
が
取
引
停
止
に
な
る
の
か
」
と
の

質
問
に
松
岡
さ
ん
は
「
そ
の
農
家
の
分

だ
け
返
品
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
全

体
を
対
象
に
返
品
や
取
引
停
止
す
る
こ

と
は
な
い
。
た
だ
、
マ
ス
コ
ミ

報
道
な
ど
に
よ
り
、
風
評
被
害

で
、
他
の
喜
界
島
産
の
作
物
を

含
め
て
悪
影
響
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
」
と
答
え
た
。

　

最
後
に
松
岡
さ
ん
は
「
皆

さ
ん
に
特
別
栽
培
で
ゴ
マ
を

生
産
し
て
も
ら
い
、
末
永
い

お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　

な
お
、
最
新
の
デ
ー
タ
で

は
、
喜
界
島
の
ゴ
マ
農
家
は

２
７
４
戸
で
、
約
１
１
０
町

歩
に
74
ト
ン
を
生
産
し
て
い

る
。

質
も
量
も
日
本
一
の
島
ゴ
マ
を

無
農
薬
無
科
学
肥
料
で
つ
く
ろ
う

講演する和田萬の松岡課長

ダイトウウグイスでお馴染み、
国立科学博物館の濱尾さんが
「島の鳥類相」について論文発表

調
査
後
は
す
ぐ
に
放
鳥

主催：学校法人医翔学園　奄美看護福祉専門学校（介護福祉学科）
後援：喜界町、喜界町教育委員会、喜界町社会福祉協議会、NPO
　　　法人ディ！あまみエフエム、奄美テレビ放送株式会社、奄美
　　　新聞社、南海日日新聞社



役
場
新
一
年
生
「
チ
バ
ル
ン
ド
ー
！
」

　

町
役
場
で
は
、
本
年
３
月
31
日
付
け
で
８
人
が
定
年
退
職

し
、
翌
４
月
１
日
に
は
、
５
人
（
一
般
職
４
人
・
消
防
職
１

人
）
の
新
規
採
用
が
あ
り
ま
し
た
。
一
人
び
と
り
署
名
捺
印

し
た
『
宣
誓
書
』
を
町
長
室
で
朗
読
し
、
加
藤
啓
雄
町
長
よ

り
辞
令
が
交
付
さ
れ
、
各
部
署
へ
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、「
島
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
」
と
希
望
に
燃
え

て
「
新
し
い
役
場
の
顔
」
と
な
っ
た
新
規
採
用
職
員
の
自
己

紹
介
と
抱
負
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
町
民
の
皆
さ
ま
、
お
見
知
り
置
き
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
！
」

〜
役
場
に
５
人
の
新
規
採
用
〜

「
多
く
の
町
民
と
ふ
れ
合
い
な
が
ら

島
の
振
興
に
尽
く
し
た
い
！！
」

  

一
日
で
も
早
く
仕
事
に
慣
れ
、
一
人
で

も
多
く
の
住
民
の
方
々
か
ら
親
し
ま
れ
る

職
員
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
分

か
ら
な
い
事
ば
か
り
で
す
が
、
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
赤
連
）

　

本
年
度
よ
り
、
役
場
建
設
課
で
働
か
せ

て
い
た
だ
く
玉
利
猛
で
す
。
ま
だ
不
慣
れ

で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、

島
や
町
民
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
、
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。        　

     （
荒
木
）

　

生
ま
れ
育
っ
た
喜
界
島
で
就
職
す
る
こ

と
が
で
き
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

一
日
で
も
早
く
立
派
な
消
防
士
と
な

り
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
期
待
に
添
え
る

よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。（
伊
砂
）

巌 　 泰 斗（産業振興課）

玉 利 　 猛（建設課）

玉 岡 　 悟（消防組合）

　

町
民
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！

　

今
は
少
し
で
も
早
く
仕
事
に
慣
れ
よ
う

と
必
死
の
毎
日
で
す
が
、
多
く
の
現
場
に

出
て
、
多
く
の
農
家
の
方
々
と
ふ
れ
合
い
、

多
く
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
島

の
農
業
振
興
に
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！　
（
湾
）

　

今
年
度
か
ら
役
場
職
員
と
し
て
働
く
こ

と
に
な
っ
た
生
島
大
輔
で
す
。

　

島
の
方
々
に
早
く
名
前
と
顔
を
覚
え
て

い
た
だ
き
、
島
の
た
め
に
精
一
杯
働
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
赤
連
）

上 地 義 光（産業振興課）

生 島 大 輔（水環境課）

▲ 年度初めの朝礼であいさつする新入職員ら

宣　　誓　　書
　私は、ここに主権が国民に存する
ことを認める日本国憲法を尊重し、
かつ、擁護することを固く誓います。
　私は、地方自治の本旨を体すると
ともに、公務を民主的かつ能率的に
運営すべき責務を深く自覚し、全体
の奉仕者として誠実かつ公正に職務
を執行することを固く誓います。

　　平成23年４月１日
（自署氏名）㊞

8
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年金に関する質問に専門員が
お答えします。

【問い合わせ】

喜界町役場 住民課 年金係
６５−１１１１ （内線３３・９８４）

　当日は、混雑が予想されますので
整理券をお配りいたします。また、
お待ちいただく場合や時間の限りが
ありますのでご了承ください。

平成23年5月25日（水）
　　　　5月26日（木）

喜界町役場　トレーニング室

13時から17時まで
9時から13時まで

日時

会場

ご注意

年
金
相
談
会
の
案
内
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教
育
委
員
会
の
と
び
ら

　

小
・
中
・
高
等
学
校
合
同
「
転
入
・

新
任
教
職
員
」
受
入
式
が
４
月
８
日
、

役
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
、

こ
の
４
月
に
赴
任
し
た
小
・
中
・
高

の
教
職
員
32
人
を
集
め
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
小
・
中
学
校
の
教
職

員
に
よ
る
職
務
に
関
す
る
宣
誓
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

宣
誓
の
後
、
晴
永
清
道
教
育
長
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
晴
永
清

道
教
育
長
は
、「
喜
界
町
の
子
ど
も
た

ち
は
や
れ
ば
で
き
る
、
喜
界
町
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
加
藤
啓
雄
町
長
は
、「
こ
の
喜

界
町
を
よ
り
よ
く
発
展
さ
せ
て
い
く

た
め
に
、
本
町
の
人
材
育
成
に
努
め

て
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

校
長
代
表
の
早
町
中
学
校
市
來
公

洋
校
長
の
祝
辞
の
後
、
転
入
職
員
に

よ
る
自
己
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

個
性
豊
か
な
職
員
の
ス
ピ
ー
チ
に

笑
い
声
も
混
じ
り
な
が
ら
、
和
や
か

雰
囲
気
で
受
入
式
が
終
了
し
ま
し

た
。
ど
の
先
生
方
の
ス
ピ
ー
チ
も
喜

界
町
の
純
粋
な
子
ど
も
た
ち
と
の
教

育
活
動
に
意
欲
的
な
も
の
ば
か
り
で

し
た
。

　

受
入
式
の
後
、
懇
親
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
本
町
の
島
唄
の
唄

者　

安
田
博
樹
さ
ん
、
卓
間
憲
江

さ
ん
に
よ
る
歓
迎
の
唄
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
喜
界
町
生
活
研
究
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
郷
土
料
理
で
も
て

な
し
ま
し
た
。
喜
界
島
の
名
産
品

に
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が
ら
お
い

し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し

た
。

が
、
次
年
度
以
降
は
、
中
学
・
高
校
・

一
般
と
活
動
の
幅
を
広
げ
、
老
若
男
女

が
、い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、だ
れ
で
も
、

い
つ
ま
で
も
ス
ポ
ー
ツ
を
で
き
る
環
境

を
み
ん
な
で
創
っ
て
き
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

活
動
す
る
ク
ラ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
の
競
技

種
目
は
、
サ
ッ
カ
ー
、
野
球
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
陸
上
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓

球
、ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、な
ぎ
な
た
、相
撲
、

　

最
後
に
参
加
者
み
ん
な
で
六
調
を
お

ど
り
結
の
精
神
を
体
感
し
、
閉
会
し
ま

し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
先
生
方
の
活
躍
を
心
よ

り
期
待
し
て
い
ま
す
。

き
か
い
一
〇
〇
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
設
立
総
会
を
開
催
！

　
「
き
か
い
一
〇
〇
（
い
ち
ま
る
ま
る
）

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
総
会
」
が
３
月

27
日
、
町
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
２

年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、
本
年
４
月

１
日
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
ク
ラ

ブ
ジ
ュ
ニ
ア
）
を
中
心
と
し
、
本
格
的

に
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
積
山
忠
久
運
営
委

員
会
委
員
長
か
ら
、「
き
か
い
一
〇
〇

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
本
年
度
は
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
を
中
心
に
活
動
し
ま
す

剣
道
の
12
競
技
で
、
各
競
技
団
の
紹

介
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
で
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね

た
特
色
の
あ
る
自
己
紹
介
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ブ
の
運
営
委
員
と
し

て
、
前
設
立
準
備
委
員
会
委
員
11
名

に
、
代
表
母
集
団
協
議
会
会
長
・
副

会
長
２
名
、
代
表
指
導
者
協
議
会
会

長
・
副
会
長
２
名
の
計
15
名
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

郷土料理やシマスイーツに舌鼓

最後は全員参加の六調で締めた

平
成
二
十
三
年
度
喜
界
町

小
・
中
・
高
等
学
校
合
同
「
転

入
・
新
任
教
職
員
」
受
入
式

きかい100（いちまるまる）スポーツクラブ設立総会の様子
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す
こ
や
か

ニ
ュ
ー
ス

 

介
護
予
防
講
演
会

40
代
か
ら
の
介
護
予
防
「
口

と
全
身
の
関
わ
り
に
つ
い
て
」

　

歯
の
衛
生
週
間
に
合
わ
せ
て
、
お
口

の
健
康
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
「
正
し
い
噛
み
あ
わ
せ
で
姿
勢
が

治
っ
た
」。「
入
れ
歯
を
入
れ
た
だ
け
で
、

歩
き
易
く
な
っ
た
」。
そ
ん
な
事
例
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い

な
い
、
歯
や
口
の
秘
密
に
つ
い
て
、
ス

ラ
イ
ド
や
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
使
っ
て
判
り
や
す

く
、
探
求
し
て
い
き
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
、
参
加
し
て
頂
け
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

島
は
、
様
々
な
場
面
で
お
酒
を
飲
む

機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
。
お
酒
に
よ
っ

て
健
康
を
害
し
た
り
、
仕
事
や
家
庭
生

活
に
支
障
を
き
た
し
た
り
し
て
い
る

の
に
、
自
分
で
は
お
酒
を
制
限
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
方
は
い
ま
せ
ん

か
？
お
酒
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
ご
家

族
・
ご
本
人
、
ま
ず
相
談
し
て
み
ま
し
ょ

う
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

★
『
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
か
ら
の
回
復
』

　
　

〜
オ
ー
プ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー
ズ
・

　
　
　
　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ｉ
ｎ
奄
美

日
時
：
平
成
23
年
５
月
１
５
日
（
日
）

　
　
　

10
時
〜
16
時
30
分

場
所
：
奄
美
会
館
（
奄
美
市
名
瀬
・
大

　
　
　

島
支
庁
隣
）

内
容
：
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
方
の
自

　
　
　

助
グ
ル
ー
プ
の
公
開
ミ
ー
テ
ィ

　
　
　

ン
グ
や
専
門
医
の
講
話
な
ど

対
象
：
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で

　
　
　

も

問
い
合
わ
せ
先
：
Ａ
Ａ
九
州
・
沖
縄
セ

　
　
　
　
　
　
　

 

ン
ト
ラ
ル
オ
フ
ィ
ス

ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
・
子

宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
全

額
助
成
が
始
ま
り
ま
す
！

　

本
町
で
は
、
平
成
23
年
５
月
１
日
か

ら
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
・
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
料
を
全
額
公
費
助
成
を
開

始
し
ま
し
た
。

★　

実
施
期
間
：
平
成
24
年
３
月
31
日

　
　

ま
で

★　

無
料
に
な
る
対
象
者
：
喜
界
町
に

　
　

住
民
票
が
あ
る
者

　

●　

ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

　
　
　

チ
ン
・
・
・
生
後
２
か
月
か
ら

　
　
　

５
歳
未
満

　

●　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

　
　
　

ン
・
・
・
中
学
１
年
生
か
ら
高

　
　
　

校
１
年
生
（
平
成
７
年
４
月
２

　
　
　

日
〜
平
成
11
年
４
月
１
日
生
ま

　
　
　

れ
）

　

※
対
象
者
へ
は
、
案
内
文
を
区
長
便

　
　

で
お
送
り
し
ま
す
。

★　

接
種
に
は
助
成
券
が
必
要
で
す

　

助
成
券
の
発
行
は
、
役
場
保
健
福
祉

課
で
お
こ
な
い
ま
す
。
身
分
証
明
書（
母

子
手
帳
・
保
険
証
）
を
ご
持
参
の
上
、

お
越
し
下
さ
い
。

接
種
医
療
機
関

　

前
川
医
院
・
喜
界
徳
洲
会
病
院

　

※　

必
ず
医
療
機
関
へ
予
約
を
し
て

　
　
　

か
ら
接
種
し
ま
し
ょ
う
！

　

詳
し
く
は
、
役
場
保
健
福
祉
課
へ
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
℡
０
９
９-

２
４
８-

０
０
５
７
）

★
ア
ル
コ
ー
ル
の
問
題
を
抱
え
る
方
の

　
家
族
教
室

　

名
瀬
保
健
所
で
６
月
か
ら
偶
数
月
開

　

催
予
定

子
宮
が
ん
検
診
の

お
知
ら
せ

　

５
月
31
日
〜
６
月
２
日
ま
で

　

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
き

ま
し
て
、
子
宮
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま

す
。
対
象
の
方
に
は
受
診
票
を
お
送
り

し
ま
す
の
で
、
受
診
票
が
届
い
た
方
は
、

ぜ
ひ
、
子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
に
来
て

く
だ
さ
い
。
子
宮
が
ん
は
、
20
歳
〜
30

歳
代
の
若
い
世
代
で
増
え
て
き
て
い
る

が
ん
で
す
。
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
母
娘
・
姉
妹
・
ご
近
所
で
声

を
か
け
あ
っ
て
、
み
ん
な
で
子
宮
が
ん

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

厚
生
連
健
診
の

申
し
込
み
に
つ
い
て

　

７
月
25
日
〜
７
月
30
日
ま
で
、
厚
生

連
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

　

５
月
下
旬
頃
に
、
各
ご
家
庭
に
健
診

申
込
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
記

入
の
う
え
、
提
出
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

清沢 恵愛ちゃん 大瀬　誉くん 町田 美紀子ちゃん 竹山 寛悠くん 都 歩乃香ちゃん

3歳児健診でむし歯ゼロだったよ！

　

平
成
23
年
６
月
９
日
〔
木
〕

　

場
所 

役
場 

多
目
的
ホ
ー
ル

　

時
間 

午
後
６
時
30
分
〜

　

講
師 

林
歯
科
医
院 

林
文
仁
先
生

お
酒
の
問
題
で

　
　
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
　

主
な
相
談
窓
口

　

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
９-

２
１
８-

４
７
５
５

　

名
瀬
保
健
所

　

℡
５
７-

７
２
４
３

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　

℡
６
５-

３
５
２
２
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　本年度は県立大島工業高等学校において、次の日程により実施されます。

※試験についての問い合わせは、上記団体または九州安全衛生技術センターへ。電話：0942-43-3381

平成23年度　労働保険　年度更新のお知らせ

　【労働安全衛生法に基づく免許試験のご案内】

事業主の皆様へ

６月１日から７月11日は
労働保険料の「年度更新」申告期間です

○本年度より、年度更新の審査業務が外部委託され、申告書受付
　は原則記入漏れ等をチェックするだけ確認作業になります。こ
　のため、申告書は記入誤り・漏れが無いように自主的な記入・
　申告をお願いします。また、申告書の電子申請・郵送による提
　出もご検討ください。
○６月はじめに送付される労働保険料申告書・納付書により、期
　間中に申告・納付を行っていただきますようお願いします。

問合わせ先：鹿児島労働局労働保険徴収室　適用係
　　　　　　電話　０９９−２２３−８２７６

自
動
車
税
は
５
月
31
日（
月
）

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

◇
自
動
車
を
ロ
ー
ン
で
購
入
し
た
場
合
は
、
使
用
者

　

の
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

◇
自
動
車
を
下
取
り
に
出
し
た
り
、
譲
渡
し
た
場

　

合
、
３
月
31
日
ま
で
に
運
輸 

支
局
で
名
義
変
更
の

　

手
続
き
を
し
な
い
と
引
き
続
き
名
義
人
の
方
に
課

　

税
さ
れ
ま
す
。

◇
自
動
車
を
廃
車
し
て
も
、
３
月
31
日
ま
で
に
運
輸

　

支
局
で
抹
消
登
録
の
手
続
き
を
し
な
い
と
引
き
続

　

き
名
義
人
の
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
抹
消

　

登
録
し
た
場
合
に
は
、
抹
消
月
分
ま
で
の
税
金
が

　

課
税
さ
れ
ま
す
。   

鹿 

児 

島 

県

☆
平
成
23
年
度　

自
動
車
税
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
最 

　

寄
り
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
な
ど
で
納
付
し
て
く

　

だ
さ
い
。

☆
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の
車
検
証
に
記
載
さ

　

れ
て
い
る
所
有
者
の
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

試　験　日 試　験　の　種　類 受験申請書提出先

６月12日（日）
第一種衛生管理者、第二種衛生管理者、潜水士、
移動式クレーン運転士、発破技士、二級ボイラ
ー技士 

( 社 ) 鹿児島県労働基準協会　大島支部
電話：５３−５４８７
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人事院および各府庁では、国家公務員中途採用者選考試験を実施します。

　　【受験資格】昭和 46 年４月２日〜昭和 57 年４月１日生まれの者

　　【受付期間】平成 23 年６月 21 日（火）〜 28 日（火）

　　【１次選考】平成 23 年９月４日（日）

◎受験案内等の請求方法
　　返信用封筒（角形２号・Ａ４判、１４０円分の切手貼付、あて先および
　「中途採用」明記）を同封した封筒に、「中途採用請求」と朱書きし、下記の
　問い合わせ先へ送付してください。　※５月９日（月）配布開始

◎問い合わせ先
　人事院九州事務局第二課試験係
　　　〒８１２−００１３　福岡市博多区博多東２−１１−１
　　　ＴＥＬ　０９２−４３１−７７３３
　　　ＦＡＸ  ０９２−４７５−０５６５
　　　ＵＲＬ　http://www.jinji.go.jp/（情報採用ナビからお入りください）

　市町村民税非課税世帯への申込書および申し込みの説明書は、役場住民課

窓口にあります。申し込むには、申込書以外に、①世帯全員が記載された住

民票の写し、②世帯全員分の市町村民税非課税証明書が必要となります（平

成３年４月２日以降に生まれた者は不要）。

　申し込みの方法は、住所・氏名等を記入のうえ押印した申込書および上記

①と②を専用封筒に同封して、郵便ポストに入れるだけです。

　詳しくは、総務省地デジチューナー支援実施センターへお気軽にお問い合わせください。

　　　　　　電話番号：０５７０−０２３７２４　あるいは　０４３−３３２−２５２５　

（生活保護世帯・障害者世帯へは周知済みです）

　行政相談委員は、地域での皆さんの身近な相談相手として、行政サービスに関する相談や行政の仕組みや

手続きに関する相談を受け付け、相談者への助言や関係行政機関への通知などの仕事を行っています。下記

のとおり、行政相談所を開設しますのでお気軽にご利用ください。相談は無料で秘密は厳守されます。

　　　●日時：平成２３年５月１５日（日）　午後１時３０〜午後４時３０
　　　●場所：役場研修室
　　　●行政相談員：園田　直樹さん（喜界町赤連2400番地）　　TEL　６５−３６６３

※ 急なご相談も随時受け付けております。ご遠慮なくお気軽に上記電話番号へご連絡ください。

毎日の暮らしの中で、国の仕事などについての苦情や要望はありませんか？

国家公務員 中途採用者 選考試験について

非課税世帯に「地デジチューナー」を無償給付します！
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喜界町の推計人口
（平成 23 年５月 1 日現在）

世帯数・・・3 , 6 2 5 戸 　（ 　 5 3 ）

人　口・・・8 , 0 9 2 人 　（ 　 5 7 ）

　男　・・・3 , 8 6 7 人 　（ 　 3 0 ）

　女　・・・4 , 2 2 5 人 　（ 　 2 7 ）

（　　）は前月比

〈
ミ
ー
ニ
シ
会
〉

卯
月
な
る
雨
は
心
に
降
る
ご
と
し

友
の
土
産
の
花
の
香
焚
く嶺

倉　

祝
子

国
境
を
越
え
て
救
援
差
し
伸
ぶ
る

ニ
ュ
ー
ス
は
吾
の
心
あ
ら
え
り

林　
　

蓮
香

大
家
族
の
生
活
守
り
し
味み

そ
が
め

噌
瓶
は

裏
庭
に
転
が
り
見
る
人
も
な
く

有
村　

道
子

形
変
え
流
れ
を
変
え
て
ゆ
く
雲
を

見
つ
め
る
吾
は
病
床
に
い
て

平
尾　

チ
ヨ

卯
月
な
る
に
寒
な
お
厳
し
被
災
地
に

春
よ
来
た
れ
と
ひ
た
す
ら
祈
る

弥
島　

幸
子

〈
萌
葉
会
〉

帰
省
せ
し
久
し
く
長あ

に兄
と
御み

て手
を
と

り
老お

い
づ
く就
父ぶ

も母
も
涙
流
せ
り前

田
喜
代
美

大
惨
事
未
知
な
る
破
壊
原
子
炉
の
漏

れ
出
す
ヨ
ウ
素
手
立
て
が
見
え
ず　

　
　
　
　
　
　

豊
島　
　

瞳

海
が
割
れ
人
智
を
超
ゆ
る
大
震
災
未

曽
有
の
被
告
不
安
募
り
ぬ島

崎　

久
代

新
築
の
記
念
に
植
え
し
ガ
ジ
ュ
マ
ル

は
今
や
大
木
年
輪
刻
む

平
島　

初
子

震
災
を
の
が
れ
来
し
甥こ姪
ら
の
笑え

み顔

は
じ
け
健
や
か
な
れ
と
願
う
六
十
路

か
な　
　
　
　
　
　
　

井
澤
紀
美
子

教
え
た
る
孫
の
島し

ま
ゆ
み
た

言
葉
い
ま
た
し
か

話
そ
う
語
ら
う
奄
美
の
宝美

代　

イ
シ

震
災
の
悲
報
聞
く
度
胸
痛
み

言
葉
な
く
し
て
た
だ
祈
り
居
る

徳　
　

成
寿

　
　

今
月
の

ウ
ヤ
フ
ジ
訓
⑨

ヰ
ン
デ
ュ
ヤ
ー
ヤ　

コ
ウ
コ
ウ
ム
ン

　
　
　
　
　
　
　
（
ス
ズ
メ
は
親
孝
行
）

ト
ゥ
ユ
ー
ヤ　

フ
コ
ウ
ム
ン

　
　
　
　
　
　
（
メ
ジ
ロ
は
親
不
孝
）

※
賀
村
幸
之
助
さ
ん（
中
里
）か
ら
聞
き
取
り

解　

説

　

親
の
危
篤
を
知
ら
さ
れ
た
時
、
ス
ズ
メ

は
着
の
身
着
の
ま
ま
駆
け
付
け
て
最
期
を

看
取
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
メ
ジ
ロ
は
化

粧
や
身
繕
い
に
時
間
を
か
け
、
最
期
に
間

に
合
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

親
の
最
期
に
声
を
か
け
、
死
に
目
に
立

ち
会
う
こ
と
は
子
の
務
め
で
あ
り
、「
何

よ
り
も
優
先
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

教
え
。

税
で
創
る
、
あ
か
る
い
未
来

５
月
末
日
は
、

　
　

固
定
資
産
税
１
期
分

　
　
　
　

の
納
付
期
限
で
す
。

納
期
内
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

喜
界
歌
壇

ご
め
い
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す

社
協
だ
よ
り

小
野
津
・
吉
　
山
　
敏
　
仁
・
64
才

浦
　
原
・
保
　
田
　
ス
　
ミ
・
92
才

阿
　
伝
・
長
　
岡
　
ト
　
シ
・
90
才

白
　
水
・
圓
　
山
　
田
千
雄
・
90
才

島
　
中
・
伏
　
見
　
節
　
枝
・
86
才

小
野
津
・
橋
　
本
　
マ
　
ツ
・
90
才

小
野
津
・
園
　
田
　
政
　
彰
・
94
才

荒
　
木
・
前
　
田
　
豊
　
輝
・
95
才

中
　
間
・
實
　
　
　
ツ
　
ギ
・
99
才

　
湾
　
・
山
　
下
　
新
　
治
・
84
才

氏
　
　
名

住
　
所

年
齢

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

小
野
津　

前
山　

和
洋

小
野
津　

吉
山　

輝
乃

坂　
　

嶺　

常
田　

秀
作

阿　
　

伝　

長
岡　

茂
治

小
野
津　

園
田　

チ
ヤ

島　
　

中　

伏
見　

一
彦

（
結
婚
・
出
生
な
し
）

戸
籍
の
窓

広
報
き
か
い
の
「
報
」
は･･･

、
特
に

意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
（
笑
）。

　

印
刷
会
社
も
替
わ
り
心
機
一
転
、

題
字
に
間
違
い
が
あ
っ
て
も
記
事
中

に
は
間
違
い
が
な
い
よ
う
に
、「
お
年

寄
り
か
ら
チ
ビ
ッ
コ
ま
で
が
楽
し
め

て
読
み
や
す
く
、
か
つ
正
確
で
毎
月

の
発
行
が
楽
し
み
」
な
広
報
誌
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
愛
読
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
（
植
村
）

　

先
月
号
表
紙
の
「
明
ら
か
な
間
違

い
」
は
見
つ
け
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

正
解
は
、「
左
上
に
あ
る
広
報
の
「
報
」

の
字
の
一
部
が
「
羊
」
に
な
っ
て
い
る
」

で
す
。
こ
れ
は
、南
日
本
新
聞
の
「
新
」

の
「
木
」
の
部
分
が
「
未
」
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
参
考
に
し
た
も
の
で

す
（
ア
イ
デ
ア
拝
借
？
）。

　

南
日
本
新
聞
に
は
、「
未・

来
に
立・

っ

て
先
を
見
る
」
と
の
立
派
な
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

編
集
後
記



島
に

咲
く

花

Flowers that bloom on KikaiIsland 

サクララン（桜蘭）

ブラシノキ（ブラシの木）

ザクロ（石榴、柘榴、若榴）

　マダガスカル島が原産でカガイモ科サ
クララン属のツル性常緑多年草。日本で
は南九州以南に自生する。名の由来は、
花の色や形がサクラに、葉はランに似る
ため。ランの仲間ではなく、花びらは肉
厚でサクラのように薄くはない。
　ツル性植物であるため、島ではサンゴ
の石垣やガジュマルに絡まっている。
　花言葉は「人生の出発」「安心立命」「彫
刻的」など。

　オーストラリア原産でフトモモ科ブラ
シノキ属の常緑小高木。名の由来は、パ
イプやビンを洗うブラシに似た花を咲か
せるため。別名はハナマキ（花槙）、キン
ポウジュ（金宝樹）など。日本には明治
中期に入った。 
　オーストリアには山火事が多く、その
際に熱せられた果実が破裂して粉状の種
子が飛散する。その種子は風に乗って広
がり、真っ先に芽を出して焼き払われた
野山で多数を占めるという。
　花言葉は「気取る心」「はかない恋」など。

　インドから中東全域、さらに南欧までが原産地と推測されるザクロ科ザクロ属
の落葉小高木。名の由来は、「石榴の音読み（呉音）である「ジャク・ロ」が転じた」
とされている。日本には平安中期に大陸から入った。
　花言葉は「自尊心」「円熟した優美」「子孫の守護」など。
　種子が多いことから、世界各地で豊壌や子宝の象徴とされている。その一例と
してギリシャ神話では、冥界の王「ハーデス」に愛娘を奪われた豊壌神（穀物の女神）

「デーメーテール」が嘆き悲しんだことで、世界に初めて冬が訪れ、作物は育たな
くなった。そこで娘は、冥界の果実であるザクロを食べて冥界の一員となることで、
しばらく母の元へ帰ることを許される。愛娘との再会にデーメーテールが喜ぶと、
ふたたび作物は育ち、木々には果実が付きはじめたという（四季の始まり）。

　もう一例は—、
仏法の守護神「毘
沙門天」配下の武
将「般闍迦（パン 

チーカ）」の妻である鬼神「可梨帝母（かりていも）」は、幾
百幾千の子を持つ母でありながら（「吉祥天」も子のひとり）、
人間の子を次々に捕えては食べていた。そこで釈迦（仏陀）は、
彼女が最も愛する末の子を隠し、わが子を失う母親の苦しみ
を悟らせ、子を返す条件に、心を改め、代わりにザクロを食
べるよう説教した。以後、可梨帝母は仏法の護法善神となり、

「子育てと安産の守り神」となった。またの名の「鬼子母神
（きしもじん）」として有名。鬼子母神像の表情は慈愛にあふ
れ、左手に愛する子を抱き、右の手にはザクロが握られてい
る。　

vol.

35

4〜5月

八重咲きのザクロ

15　Kikai  Public  Relations  2011.4
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母
校
訪
問坂

嶺
小
学
校

〈
校
訓
〉

　

初
志
貫
徹

〈
児
童
の
特
長
〉

  

下
校
時
に
は
、
教
職
員
全
員
に

あ
い
さ
つ
し
て
帰
る
な
ど
、
あ
い

さ
つ
と
返
事
が
素
晴
ら
し
く
、
い

つ
も
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
　
　

校 　

歌

　
　
　
　
　
　
　

作
詞　

上
原　

富　

雄

　
　
　
　
　
　
　

作
曲　

武
田　

恵
喜
秀

一　

花
う
る
わ
し
や　

坂
嶺
は

　
　

み
ど
り
萌
え
た
つ　

学
び
舎
よ

　
　

宿
る
わ
れ
ら
の　

誠
心
に

　
　

ゆ
か
し
く
咲
け
よ　

教
え
草

　
　

は
ら
か
ら
諸
共
に　

手
を
と
り
て

二　

ゆ
か
り
も
深
き　

坂
嶺
は

　
　

宮
原
の
松　

仰
ぎ
つ
つ

　
　

朝
な
夕
な
の　

は
ぐ
く
み
に

　
　

尊
く　

清
く　

美
し
く

　
　

は
ら
か
ら
諸
共
に　

手
を
と
り
て

三　

栄
光
あ
る
そ
の
名　

坂
嶺
は

　
　

わ
れ
ら
が
担
う　

徳
の
旗

　
　

躍
る
心
も　

三
百
の

　
　

求
め
て
樹
て
ん　

あ
の
丘
に

　
　

は
ら
か
ら
諸
共
に　

手
を
と
り
て

四　

磯
の
香
高
き　

坂
嶺
は

　
　

そ
よ
風
吹
け
ば　

清
ら
か
に

　
　

今
こ
の
郷
に　

匂
い
た
つ

　
　

奄
美
に
誇
る　

わ
が
母
校

　
　

は
ら
か
ら
諸
共
に　

手
を
と
り
て

学
校
概
要

　

坂
嶺
小
学
校
は
明
治

29
年
（
１
８
９
６
年
）、

東
尋
常
小
学
校
坂
嶺
分

校
と
し
て
設
置
。
同
35

年
坂
嶺
尋
常
小
学
校
へ

と
昇
格
し
た
。

　

昭
和
16
年
、
日
中
戦

争
が
泥
沼
化
し
、
太
平

洋
戦
争
が
不
可
避
と
な

る
情
勢
の
中
、「
少
国

民
」
の
育
成
を
目
指
す

国
民
学
校
令
に
よ
り
、

坂
嶺
国
民
学
校
と
改
称

さ
れ
る
。同
20
年
５
月
、

軍
に
よ
り
校
舎
が
破
壊

さ
れ
る
が
、
終
戦
後
の

同
21
年
２
月
、
旧
兵
舎

を
改
装
し
て
校
舎
が
完
成
し
た
。

　

昭
和
23
年
４
月
、
学
制
改
革
に
よ
り
喜

界
町
立
坂
嶺
小
学
校
と
な
っ
て
現
在
に
い

た
る
。
な
お
、
同
31
年
６
月
ま
で
、
敷
地

内
に
喜
界
高
校
も
あ
っ
た
。

　

現
在
で
は
、
平
成
元
年
に
完
全
複
式
３

学
級
編
成
と
な
っ
て
以
降
、
同
じ
条
件
の

滝
川
小
、
阿
伝
小
と
集
合
学
習
す
る
な
ど

し
て
、
小
規
模
校
と
し
て
地
域
に
根
ざ
す

学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
主
に
、

親
子
で
決
定
す
る
『
さ
ん
み
っ
子
学
習
三

か
条
』（
①
時
間
の
目
標
、
②
子
ど
も
が

守
る
こ
と
、③
家
庭
で
守
る
こ
と
）
や
、「
い

つ
、
ど
ん
な
番
組
を
見
る
か
」
を
家
庭
で

決
め
る
『
わ
が
家
の
ノ
ー
テ
レ
ビ
タ
イ
ム
』

な
ど
が
あ
る
。

　

ま
た
、
校
区
内
に
住
む
島
を
代
表
す
る

若
手
唄
者
、
安
田
博
樹
さ
ん
の
指
導
に
よ

り
郷
土
芸
能
（
島
唄
）
の
修
得
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。
他
に
は
、『
一
校
一
運
動
』

と
し
て
一
輪
車
運
動
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
、
集
団
演
技
を
運
動
会
な
ど
で
披
露

し
て
い
る
。＊　

　

＊　
　

＊

　

同
校
に
は
、
天
皇
・
皇
后
の
写
真
と
教

育
勅
語
が
安
置
さ
れ
て
い
た
奉
安
殿
が

残
っ
て
い
る
。
終
戦
後
、
ほ
と
ん
ど
の
学

校
で
取
り
壊
さ
れ
た
が
、
同
校
と
阿
伝
小

に
残
っ
た
奉
安
殿
は
、町
指
定
記
念
物
（
史

跡
）
と
し
て
保
存
さ
れ
て
お
り
、
町
教
委

で
は
そ
の
理
由
を
、「
戦
争
遂
行
に
教
育

勅
語
が
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
た
か
後
世

に
語
り
継
ぐ
た
め
」
と
し
て
い
る
。

ウフヤグチ鍾乳洞（島中）を探検！ 授業風景（3・4 年生）保護者の読み聞かせは児童らの楽しみ

校長：藤原　保広（第39代）、児童数：12人、教職員8人

今は通用門として残る往時の喜高校門

お
も
い
で
は
永
遠
に
②

新入生 合計

H20 5 12

H21 0 11

H22 3 13

H23 1 12

児童数の推移


